
東日本大震災からの復興に向けた
東北地方の現状と今後の課題

平成23年10月24日（月）

第4回人と自然との共生懇談会
環境省東北地方環境事務所長

鳥居敏男

震災による陸中海岸国立公園の被害状況

公園事業全121事業の被害状況は、全壊17％、半壊11％、
一部被害22％、被害なし44％（９月２日現在）

施設のうち、高台にある施設は比較的被害が軽微だが、野
営場、トイレ、園地、道路（歩道・車道）などで、直接津波の影

●

●

響を受けた施設の多くが全壊

浄土ヶ浜集団施設地区の場合

全壊 ３事業 園地×２、歩道

半壊 ５事業 休憩所、舟遊場×２、車道×２

一部被害 ０事業

被害なし ５事業 駐車場、博物展示施設×２、宿舎、休憩所

震災前

普代浜（普代村）陸中海岸
国立公園

普代浜

ふ だ い は ま

震災後 夏頃の状況（H23.9.26）

机浜（田野畑村）
震災前

陸中海岸
国立公園

机浜

•未来に残したい漁業漁村の
歴史文化財産百選「机浜番
屋群」が流失

つ く え は ま

震災直後 夏頃の状況（H23.8.9）

震災前

浄土ヶ浜（宮古市）陸中海岸
国立公園

浄土ヶ浜

•災害廃棄物が漂着し、浜
の一部が流出。

•災害廃棄物は撤去し、流
出した浜を復旧

じ ょ う ど が は ま

震災後 夏頃の状況（H23.7.9）

出した浜を復旧

震災前

浄土ヶ浜マリンハウス前（宮古市）陸中海岸
国立公園

浄土ヶ浜マリンハウス前

•案内所が被災

•現在は、仮設店舗により営業
を再開

震災後 夏頃の状況（H23.9.8）
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震災前

中の浜キャンプ場（宮古市）陸中海岸
国立公園

中の浜キャンプ場

震災後 夏頃の状況（H23.9.9）

震災前

姉吉キャンプ場（宮古市）陸中海岸
国立公園

姉吉キャンプ場

あ ね よ し

震災後 夏頃の状況（H23.8.5）

荒神海水浴場（山田町）
震災前

陸中海岸
国立公園

荒神海水浴場

•災害廃棄物が漂着。

•現在は撤去済み

あ ら が み

震災後 夏頃の状況（H23.6.7）

震災前

高田松原（陸前高田市）陸中海岸
国立公園

高田松原

震災後 夏頃の状況（H23.7.26）

碁石海岸・碁石浜（大船渡市）陸中海岸
国立公園

碁石海岸

震災前

•碁石海岸の浜が狭くなったが、
碁石状の礫は残存

•震災後は防潮堤が倒壊し散乱
していたが 現在は撤去済み

ご い し か い が ん ご い し は ま

震災後

していたが、現在は撤去済み

夏頃の状況（H23.9.2）

震災前

気仙沼大島十八鳴浜（気仙沼市）陸中海岸
国立公園

気仙沼大島 十八鳴浜

く ぐ な り は ま

震災後 夏頃の状況（H23.9.7）
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磐梯朝日国立公園利用施設等における
震災前後の利用者数の変化
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十和田八幡平国立公園利用施設における
震災前後の利用者数の変化
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十和田八幡平国立公園

十和田湖畔・休屋（休屋集団施設地区）
やすみや

休屋集団
施設地区

磐梯朝日国立公園

土湯温泉
つ ち ゆ

土湯温泉
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自然公園等整備に係る関係県予算の推移

《青森県》 《岩手県》
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自然公園等整備に係る都道府県予算の推移（青森県）（百万）

三位一体改革
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自然公園等整備に係る都道府県予算の推移（岩手県）（百万）

三位一体改革

都道府県提出資料を基に作成

※「その他」には、都道府県立自然公園、長距離自然歩道、自然再生事業が含まれる。
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自然公園等整備に係る都道府県予算の推移（宮城県）（百万）

三位一体改革
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自然公園等整備に係る都道府県予算の推移（秋田県）（百万）

三位一体改革

《宮城県》 《秋田県》

都道府県提出資料を基に作成
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自然公園等整備に係る関係県予算の推移

《福島県》《山形県》
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自然公園等整備に係る都道府県予算の推移（山形県）（百万）

三位一体改革
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三位一体改革

都道府県提出資料を基に作成
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《東北６県》 《全国》
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国立公園

（百万）

三位一体改革
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都道府県提出資料を基に作成
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国立公園関係市町村の推移

22市市22町町

青森県青森県

44市市

平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

公園区域

関係市町村

十和田八幡平国立公園
（十和田・八甲田地域）

国立公園関係市町村の推移

十和田八幡平国立公園
（十和田・八甲田地域）

秋田県秋田県

11市市22町町

公園区域

関係市町村

平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

22市市11町町
十和田八幡平国立公園

（八幡平地域）
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国立公園関係市町村の推移

11市市11町町11村村

岩手県岩手県

十和田八幡平
国立公園

（八幡平地区）

33町町22村村

55市市33町町33村村

公園区域

関係市町村 平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

陸中海岸
国立公園

55市市55町町33村村

国立公園関係市町村の推移

陸中海岸
国立公園

宮城県宮城県

11市市11町町 11市市公園区域

関係市町村

平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

国立公園関係市町村の推移

11市市88町町22村村 22市市66町町11村村

山形県山形県

公園区域

関係市町村

平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

磐梯朝日国立公園
（出羽三山・朝日地域）

国立公園関係市町村の推移

55市市55町町22村村

55市市33町町22村村

福島県福島県

公園区域

関係市町村

平成22年度全国市町村要覧の掲載図を元図として作成

磐梯朝日国立公園
（飯豊地域） 磐梯朝日国立公園

（磐梯吾妻地域）

磐梯朝日国立公園
ボランティアによる登山道保全活動

磐梯朝日国立公園
グリーンワーカーによる外来植物駆除

陸中海岸国立公園
ボランティアによる海岸清掃活動（震災後）

陸中海岸国立公園
サッパ船エコツアー（震災後）
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新「三陸復興国立公園（仮称）」を軸にした地域の復興

■三陸海岸の自然環境
・傑出した自然景観、海岸美、特徴的な地質
・渡り鳥等の野生生物の重要生息地
・東北地方太平洋岸には多くの自然公園が指定
・多くの観光客が訪れる（国立・国定：約909万人（H19））
・津波被害のおきやすい地形

■過去繰り返されてきた津波災害

■国内有数の水産業
・世界三大漁場
・地域の基幹産業である水産業

気仙沼（宮城県立）

たねさし はしかみだけ

種差海岸階上岳（青森県立）

陸中海岸（国立）

南三陸金華山（国定）

けんじょうさん まんごくうら

硯上山万石浦（宮城県立）

松島（宮城県立）

松川浦（福島県立）

「三陸海岸」

東北地方太平洋岸の自然公園【背景】

■復興に向けた具体的取組

１．水産振興に役立つ里地・里海型の

新「三陸復興国立公園（仮称）」への再編成

水
産
業
・防

自
然

【参考：これまでの取り組み】
●陸中海岸国立公園の拡張と名称変更

・国立・国定公園総点検事業
（H22.10月、環境省公表）

・地元からも要望あり
・H24年度中の指定を目指していた

●いわて三陸ジオパーク

・岩手県が推進協議会をH23.2月設置
・H24に日本、H27に世界ジオパーク
登録を目指していた

●漁業と連携したエコツアー

・田野畑村を中心に推進されてきた
●長距離歩道の整備

・岩手県がH22より整備に向けて検討

いわき

磐城海岸・
なこそ

勿来（福島県立）

花園花貫・大洗（茨城県立）

２．長距離歩道と復興のシンボルともなる森づくり

３．被災を記録・継承するための学びの場とモニタリング

■新たな公園づくりのポイント
【従来のテーマ】：三陸海岸の地形・地質、海岸美、野生生物

【新規のテーマ】

●生物多様性と森･里･海のつながり

●農林漁業との連携と地域との協働

●防災との連携と津波経験の継承

●世界ジオパーク

●観光振興、エコツーリズム、地元雇用

防
災
と
連
携
し
た

然
公
園
等
に
よ
る
復
興
へ
の
貢
献

＜森と海のつながり＝ 森は海の恋人＞

・森づくりにより、豊かな森を形成

・河川・里を通じて、栄養分が海に流れる

・栄養分をもとにプランクトン、藻場が生育

・魚類が増殖し、豊かな海を形成

生物多様性と森・里・海のつながり
～「森は海の恋人」活動をモデルとして～

山から川への
栄養塩類等の
安定的な供給

豊かな森づくり
・植樹活動
・人工林の適切な管理
・里山の維持管理

生物多様性が豊かな森

落葉・腐葉土が
堆積した
豊かな森に成長

安定的な供給

魚類の遡上

川から海への
栄養塩類等の

供給

プランクトン
の増殖

プランクトン
を餌とする
魚類の増殖

流域の住民の
森づくりへの参加

他地域の住民の
森づくりへの参加

海藻・海草
の生育

魚・海藻などが豊かな海

生物多様性が豊かな海

碁石海岸 浄土ヶ浜 北山崎 種差海岸・蕪島

起点：相馬市
・松川浦

青森県岩手県

宮城県福島県

海岸長距離歩道

金華山（鹿神事）松島

◇沿岸の自然と生活・産業・文化をつなぐ

◇災害時には、住民や観光客の防災避難路として活用

◇津波の経験を語り継ぐ被災の記録・学びの場

漁船で行うエコツアー

南北をつなぐ自然歩道を整備

終点：
八戸市・蕪島

松川浦
県立自然公園

歩
道
施
設
例

利用者の避難場所ともなる展望の丘づくり

住民参加による森の再生
その地域の広葉樹等による

被災した国立公園の利用施設
→復旧（移設・土地造成も含む）

災害廃棄物を分別し
安全なﾘｻｲｸﾙ材料として活用

「展望の丘」の整備

・展望台、自然とのふれあいや津波経験を学ぶ場
として丘を公園施設として整備

・住民・観光客の緊急避難場所となる
・海辺の森林・自然を住民参加で再生
・復興のシンボルとなる

避難路と避難広場の

海

その地域の広葉樹等による
郷土種の森を再生

後背地

分別した安全な
リサイクル材料を
活用して丘を造成

長距離歩道

避難路と避難広場の

機能を持つ公園利用
施設を整備

避難路を
長距離歩道に
接続公園利用施設の復旧の際、

避難路と避難広場が不可欠

避難路

公園利用施設
（野営場、トイレ、
駐車場など）

被災を記録・継承するための学びの場とモニタリング
～大災害の経験を確実に記録し、次の世代に引き継ぐために～

■被災の記録 ●自然環境（植生、地形（干潟・砂浜）、藻場、動物の分布など）
の変化状況の記録とモニタリング

●津波石、被災に耐えた象徴的な自然物（松、杉）など

●被災者の体験・知恵を伝える「生の声」

●地震・津波の映像

変化したり失われることから、
迅速に・確実に記録することが必要

植生や地形などの自然環境は、
今後数年～数十年かけて変化し続ける

干潟と砂浜の消失

■アーカイブとして整理し、
多くの人が活用可能な状態に

これまでも
自然環境保全基礎調査などで、
自然環境を継続して把握

国指定仙台海浜鳥獣保護区（蒲生干潟）
渡り鳥の重要な生息地

■継承するための学びの場

【学びの場づくり】

●自然公園・歩道の看板

●被害地域を見渡せる展望台

●ビジターセンター・展示 など

【学ぶための体制づくり】

●エコツーリズムのガイド育成

●ガイドプログラムの開発

●学校等での防災教育

●多くの人に、現場で理解していただき、国民全体で次に備える

●地域の復興計画・防災計画への活用

●地域振興（エコツーリズム、地元雇用の創出）

●学術研究などの基礎資料として活用

現場で伝える
経験者から伝える
→確実に継承

→ 渡り鳥の重要な生息地

今後の課題

地域における国立公園の存在意義をどう高めるか。

① 国立公園は地域の生物多様性を維持していく上での屋台骨

② 多様な関係者を巻き込んだ「場面」の展開

→ いろんな役者が「国立公園」という舞台の上で個性を発揮

→ 様々な「場面」を創りあげ、様々な手段により社会へ発信

＊震災による人々の意識の変化を踏まえ、特に三陸復興国立公園
（仮称）は、地域における人と自然、人と人との絆を強化していくこ
とに資するものとする必要。

→   復興への取組のうち、自然との関わりを有するものについて

情報を広く提供し、様々な形での参加を促す

→ 国立公園内にそのような「場」を用意し、三陸ならではの利用

形態を創出することで地域も活性化
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